Studies on an oral calcium loading test in upper urinary tract stone formers by 折戸, 松男 et al.
Title上部尿路結石症患者における経口カルシウム負荷試験の検討
Author(s)折戸, 松男; 大川, 光央; 竹前, 克郎; 菅田, 敏明; 島村, 正喜;岡所, 明; 平野, 章治; 久住, 治男













折 戸 松 男 ・大 川 光 央
竹 前 克 郎 ・菅 田 敏 明
島 村 正 喜 ・岡 所 明
平 野 章 治 ・久 住 治 男
STUDIES ON AN ORAL CALCIUM LOADING TEST IN 
   UPPER URINARY TRACT STONE FORMERS
 Matsuo  ORITO,  MaSUO OHKAWA, Katsuro TAKEMAE, 
Toshiaki SUGATA, Masayoshi SHIMAMURA, kira OKASHO, 
         Shoji  HIRANO and Haruo HISAZUMI 
From the Department of Urology, School fMedicine, Kanazawa University 
 (Director: Prof. H. Hisazumi)
   An oral calcium loading test was performed on 55 patients with upper urinary tract stones to 
find absorptive or renal hypercalciuria. The mean urinary calcium excretion level of this patient 
group was significantly greater than that of a control group of 10 patients without abnormal upper 
urinary tract. Idiopathic hypercalciuria defined as more than 250 mg per day in males and more 
than 200 mg per day in females was observed in 13 patients; 4 patients with absorptive hypercalciuria, 
6 patients with renal hypercalciuria and 3 patients of origin-unknown hypercalciuria. Five of the 
6 patients with renal hypercalciuria had recurrent and/or multiple urolithiasis. From these results, 
this test was considered to be useful in the discrimination between absorptive and renal hypercalciuria. 





































尿を採取した.Ca一 定食終了後 の翌 日午前6時 に
300ml飲水させ,同 日午前6時 より午前8時 までの
尿を負荷前尿とした.同 日午前8時 にカルシウムグル









測 定 は,オ ー トア ナ ライ ザ ー(CaはOCPC法,P
は モ リブ デ ンブル ー法,尿 酸 は ウ リカ ー ゼ法,Crは
Jaffe法)にて検 査 部 でお こ な わ れ た,PTH(c末
端,正 常 値 はo.20～1.OOng/ml)および イ オ ソ化
Ca(正 常値 は2.1～2。35mEq/L)の測 定 は,北 里 バ






よびCa一 定食摂取間を通 じてR群が もっとも高値
を示し,C群 との間に有意差が認められた.(普 通食
下およびCa一 定食摂取1日 目;P〈0.05,Ca一定食





























































































































































































































Fig・2・Ca負荷 前 後 に お け る血 清Ca,P,尿 酸 値(mean±SD)
Ca負 荷 前 後 の 尿 中Ca,P,尿 酸 排 泄比 の 変 動 に つ
い て は,Table3お よびFig.3に 示 した.尿 中Ca
排 泄 比 に つ い て は,Ca負 荷 に よ り3群 と も有 意 の上
昇が 認 め られ た(C群;P<0.05,Sお よ びR群;
P<0・OI).3群間 の比 較 では,S群 お よびR群 がCa
負 荷 前 後 と もにC群 よ り高 値 を 示 し,有 意 差 が認 め ら
れ た(Ca負 荷 前 は いず れ もP<0.01,Ca負 荷 後 は
S群;P<O・05,R群;P<O.Ol).し か し,S群 と
Table3・Ca負 荷 前 後 に お け る尿 中Ca ,P,尿 酸 排 泄 比
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Fig.3.Ca負荷 前 後 のCa排 泄 比(mean±SD)
R群間には有意差は認められなかった.
尿中Pお よび尿酸排泄比については,各 群 ともに
Ca負荷前後における有意の変動は認 め ら教なかっ
た,3群 間の比較では,Ca負 荷前におけるS群 の尿
中P排泄比がC群 のそれに比し有意の高値 を示 した
(p<0.05).
普 通 食 下 お よびCa一 定 食 摂 取 間 に お け る尿 中Ca
排 泄量 が 男 性 で250mg/day,女性 で200mg/day以
上 認め ら激 た 症 例 は,高Ca尿 症 と判 定 しそ の症 例 別
の成 績 をTable4に 示 し た.S群 で は25例 中5例
(20%),R群では30例中8例(26.7%)に 高Ca尿 症
が 認 め られ,計13例(男 性7例,女 性6例)で あ っ
た.こ れ らの 症例 のCa負 荷 試 験 の成 績 をPakら5)
の 判 定基 準 を用 い て判 定 した(Fig.4).すな わ ち,
尿 中Ca排 泄 比 がCa負 荷 前 後 と もにC群 のそ れ の
mean+2SD値 以上 を 示 した6例 は,renalhypercal-
ciuriaと判 定 され,Ca負 荷 後 に の みC群 のmean+
2SD値 以 上 を 示 した4例 は,absorptivehypercal-
ciuriaと判 定 され た.Renalhypcrcalciuriaと判 定
され た6例 中5例 はR群 に 属 して い た.
高Ca尿 症 と判 定 され な か った 尿 路 結 石 患 者 の 中
で,Ca負 荷 後 に お け る尿 中Ga排 泄 比 が 高値(C群
の平 均+2SD値 以上)を 示 した 症 例 は,S群 お よび
R群 と もに 各5例 認 め られ た.
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Table4.高Ca尿症13例における血清PTH,イ オン化Caお よび尿中Ca排 泄比の推移
症 年 血 清 血 清 尿 中Ca排 泄 比(Ca/Cr)
性PTHイ オ ン化CaCa-'定 食Ca負 荷

































































































































σa負 荷 前Ca負 荷 後
●一一 一 一 一●Renalhypercalciuria
●一一順一一一●Absorptivehypercalciuria






































に よる影響を受け,と くにCa摂 取量の影響 が大 き
い9)ためと考えら治る.欧米ではHodgkinsonらi)が
報告した男性300mg/day,女性250mg/day以上を






















なくないが,そ の1次的病因が腸管か らのCa吸 収充




の診断はCa負 荷前後の尿中Ca排 泄比の変化か ら可
能であるが,RHの 診断にはCa負 荷前後の尿中Ca
排泄比とともに尿中cyclicAMPの測定が有用であ
ると述べている.す なわ ち,RHで は腎よりのCa











特発性高Ca尿 症13例中4例 がAH,6例 がRHと



























































上 部 尿路 結 石 症 患 者55例を 対象 と して,Ca負 荷試
験 を お こな い,以 下 の 成績 を得 た.
1)尿 路 結 石 患 者 に お け る 尿中Caの 排 泄 量 は,コ
ン トロー ル群 に 比 し高値 を示 し,有 意 差 が 認 め られ
た.
2)特 発 性 高Ga尿 症 は,13例(23.6%)に 認 め
られ,Ca負 荷 試 験 の 成 績 よ り4例 はabsorptive
hypercalciuria,6例はrenalhypercalciuriaと考
え られ,3例 は 判 定 不 能 で あ った.Renalhyperca1-
ciuriaと考 え られ た6例 中5例 は,再 発 性 あ る い は
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